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鳥取県西部地震展示交流センターを訪問しました
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卒行人寿広文

私たち資料室事務局スタッフは、 1 2月17日に

鳥取県日野町の展示交流センターを訪れました。 2

000年（平成 12年） 10月6日13時30分に

最大震度6強の鳥取県西部地震が起こり、住宅の倒

壊、道路等の亀裂、がけ崩れなど大きな被害があり

ました。地震から6年を経過した今年の10月6日、

最大の被災地である日野町に被災体験から得た教訓

を継承していくことを目的に「烏取県西部地震展示

交流センター」が開館しました。

JR伯備線根雨駅前、日野町役場の隣の日野町山

村開発センターの2階にあり、 1階からの階段踊り

場から2階廊下にかけて、地震時の様子を伝えるが

け崩れ等の写真パネル、被害状況や復興事業のパネ

ルなどが並んでいました。部屋に入ると、壁には写

真やパネル、真ん中に仕切りを兼ねて図書コーナー、

テレビ、パソコン画像を大きく写すプロジェクター、

そして来館者と交流できるようサロンコーナーがあ

りました。壁にはシルバー人材センターの方に作っ

ていただいたという木製の板パネルが設置され、図

書コーナーには小学校の壊れた木製の机を再生利用

するなど、温かみを感じる展示設備となっていまし

た。応対してくださった山下弘彦さんは、「地域の人

たちがここを訪れて話をしている時に、別の方が来

られて生の声で交流ができるといいと思っているん

です。開館していると 50年前の鳥取地震の時の話

をしに来られたり、気象庁に勤めていた人から昔の

地震計の話を聞いたり、いろいろな情報が得られます。」 1 山下さんは米子で地震に遭い、その 1ヶ月後

と言っておられました。
から災害ボランティアで日野町に入り、その
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私たちも開館された記事にひかれて訪問させていた

だいたのですが、お話を聞いているとあっという間

に時間が過ぎ、帰神時間となりました。新たな交流

が生まれ、私たちの今後の展示にも大いに参考とな

りました。（藤原美紀）

後、現在のように活動をされている。今も超高

齢化となっている日野町で 70歳以上の方へ誕

生日訪問など、地域のコミュニティの大切な繋

ぎ手となっておられる。ただ、災害時にコミュ

ニティからもれる人がでてくることを心配さ

れていて、優しい感じの青年でした。



阪神大震災と長田区の人口動態

前回比 10％以上の増減は27
4回の国勢調査を比較して②

2005年（平成17) 年10月 1 日に実施された国勢調査によると神戸市全体の人口•世帯数とも増加し

ている。区別では東灘区・灘区・中央区と北区・西区で増え、長田区・須磨区・垂水区で減少し兵庫区

は横ばいであった。

長田区は震災で激減したが復興に向けて増えていたが、

今回減少に転じた。長田の街を詳しく見てみよう。

10％の増は10町・通
今回の調査で増加したのは一里山町、林

山町、大谷町、浪松町のグループと大橋町、

大道通、御屋敷通、日吉町、水笠通、若松

町である。

前者のグループはいわゆる「白地地区」

で後者は事業区域であり当分見極めが必要

である。

＼ 
1990 1995 2000 2005 

年 年 年 年

一里山町 150 192 259 292 

林山町 918 1,332 1,114 1,295 

大谷町 3,026 2,138 3,281 2,531 

浪松町 381 290 260 313 
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林山町

一里山町は区の最北端に位置し宅地造

成によって戸建が増えた分が人口増に反映

した。林山町は丸山地区の入り口にあって震

災後の長田・箕谷線の開通に伴って交通の

便が良くなり一挙にマンションが建設され、 6

棟がある。震災直後の急増は避難してきた

人々が要因で基調は増加傾向の町といえ

る。

大谷町は急峻な町だが増えたのは坂の手

前の3丁目で大邸宅の跡地にマンションがで

きた。浪松町も5丁目のガレージにマンション

が建ったためである。
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北部は厳しい状況
一方、減少している町・通17をみてみると3

つに分類できる。それは、

1. 減少傾向が続いている（苅藻島町、源平

町、西丸山町、桧川町、堀切町、明泉寺

町、浜添通、房王寺町、真野町）

2. 震災で一時的に増えたが減少傾向になっ

ている（鴬町、高取山町、東丸山町、雲雀

ヶ丘）

3. 震災で減ったが増加傾向になったのに再

び減りだした（五位ノ池町、七番町、二番

町、細田町）

1990年から減少が続いている町・通9のうち

山麓線以北（丸山地区）が5あり、房王寺町も

含めると6になる。苅藻島町は工場・倉庫地区

と言える。浜添通・真野町は旧市街地にあり、こ

れら17町・通に共通しているのは火災から免

れた点である。 （続く）


